
 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  自ら学び考え 人間性豊かで 心身ともに健やかな生徒の育成 
            ～ 挑戦 成長 そして飛躍へ ～ 

目指す生徒像 成長を目指し、進んで挑戦する生徒 

  

６月１日（水）に生徒集会を実施しました。 

石原信行校長先生の集会でのお話を紹介します。 

 

各部活動では、春季大会やスプリングコンサートが行われ、日頃の練習

の成果が発揮されました。先ほど、その結果については、表彰させていた

だきました。特にバレーボール部、柔道部については、２年連続の優勝で

す。２年連続して勝ち続けるということは、並々ならぬ努力があったと思い

ます。本当によく頑張りました。３年生にとっては最後の総合体育大会、コ

ンクールが近づいてきます。中学校での部活動を有終の美で飾ることが

できるよう、一日一日の練習を大切にして、全力で取り組むようにしてくだ

さい。 

さて、今月は、第１回定期テストが行われます。そこで、今日は「勉強」

について話したいと思います。 

皆さんは、学校の授業はもちろん、家庭でも予習や復習、宿題やテスト

勉強に取り組んでいることと思います。なかには塾に通って勉強をしてい

る人もいると思います。しかし、勉強をやっていると、「この勉強は、将来役に立つのかな？」と疑問に思うこと

はありませんか。もしかすると、家族や先生に質問したことのある人もいるかもしれません。私は聞かれると、

いつも「将来役に立つ」と答えました。そして、もう一言「ただし、教科書を暗記しているだけでは役に立たな

い。」と答えるようにしていました。なぜなら、学校の勉強には必ず正解がありますが、社会に出ると、正解の

分からない問題に直面することが多いからです。そんな時、求められるのは、情報や知識を集め、自分の頭

でしっかりと筋道を立てて考える力です。 

皆さんの授業中の取り組みを見ていると、タブレットで調べて分かったことや、先生の説明や友達との話し

合いを通して考えたことを付箋用紙やノートにまとめている人がいます。答えや解き方をただ暗記するだけ

でなく、どうしたら正解を導き出せるかという過程が大切です。自分で考えたり、調べたり、話し合ったりすると

いう学習経験は、将来、正解の分からない問題を解決する時に役に立ちます。 

ミュージシャンの坂本龍一さんの言葉に、「オリジナルであるために学

び続けろ」とあります。誰の真似でもない、自分が自分らしく生きていくた

めには、学び続けることが大切だということを教えてくれる言葉です。 

最後になりますが、定期テストのための勉強の秘訣です。それは教科

担当の先生の話をよく聞くことです。出題者は教科担当の先生です。テ

スト範囲表も配付されます。ノートやプリントをただ見直すだけでなく、

「先生、ポイントはどこですか」と直接聞いてみることも大切です。そし

て、定期テストで、どんな問題が出題されそうなのか、予想を立てること

も立派な勉強です。では、６月も充実した学校生活を過ごすことができ

るよう期待しています。 
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生徒集会での校長先生の話 



４月１７日（日）から郡市春季大会が開催されまし

た。結果をお知らせします。 

  練習が十分ではない中での大会でしたが、今の自分たちにできる精一杯を取り組んできま

した。 

  ５月中旬から朝練習が再開され、県大会、また、夏の総合体育大会、コンクールに向けて

の過程を大切にし、大会等に臨んでほしいと思います。 

 

部活動名 大会結果 

卓球部 団体：男子ベスト８ 

女子ベスト８ 

個人：北川 穂乃花 ５位  吉田 柚太 ７位 

サッカー部 １回戦惜敗 

野球部 １回戦敗退（合同チーム） 

バレーボール部 優勝 県大会出場 ※県大会６／１１（土）・１２（日） 

バスケットボール部 男子：３位 

女子：１回戦惜敗 

バドミントン部 団体：１勝１敗 

剣道部 男子団体：予選リーグ３敗 

女子団体：予選リーグ１勝２分（合同チーム） 

柔道部 男子団体：優勝 

男子個人：優勝 内山 留偉 

     優勝 河崎 航志 

     優勝 内山 蒼太  

     ３位 有福 将真 

     ３位 齊藤 慎之助 

女子個人：優勝 林 歩美  

ソフトテニス部 個人：３回戦惜敗 笈川・浅野ペア 

         赤川・鈴木ペア 

   ２回戦惜敗 狩野・江畑ペア 

 

 

 

 

これから夏季を迎え、熱中症のリスクが高まる時期となります。 

そこで、マスク着用について以下の取扱いといたします。 

これらを基に、メリハリのあるマスクの着脱をすすめて 

まいります。また、お子様の様子や気持ちも踏まえ、対応 

してまいります。引き続き御理解のほど、よろしくお願い 

いたします。 

＜マスク着用を必要としない場面＞ 

◇十分な身体的距離が確保できる場合。  

◇熱中症などの健康被害のリスクが高い場合。 

◇体育の授業・運動部活動。※十分な距離がとれる等、状況に応じて。 

◇登下校時や休み時間（屋外）など 

山武郡市春季大会の結果 

学校生活におけるマスクの着用について 
 


